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News Release 
 

 

国立大学法人京都大学 

バイエル薬品株式会社 

2024年 5月 31日 ―国立大学法人京都大学（以下、「京都大学」）とバイエル薬品株式会社（以下「バイ

エル薬品」）は、サイエンスイノベーションを促進することを目的とした戦略的パートナーシップに関する契

約を締結し、本年 6月より本契約に基づく活動を開始することをお知らせします。日本には世界クラスのア

カデミアの素晴らしいサイエンスがありますが、その実用化にはさまざまな障壁が立ちはだかっています。

本契約のもと、両者の知見やネットワークを活用した産学の協働体制をさらに進展させ、京都大学などの

アカデミア発の研究成果を円滑に社会実装（事業化）する仕組みの構築を目指します。 

 

京都大学は世界有数の医療研究拠点であり、iPS細胞やがん免疫領域など、高度な科学技術を生かした

創薬シーズの探索やプラットフォームの構築のみならず、研究者間のコラボレーション推進や産学間連携

にも積極的に取り組んでいます。バイエル薬品は、自社の研究開発に加えて社外からのイノベーションと

の融合を図り、ヘルスケアエコシステムを醸成する活動にも積極的に取り組んでいます。さらに事業化を

見据えた薬事対応や知財管理などの知見を有しており、双方の強みを掛け合わせた新たな価値創出を

目指します。 

 

京都大学とバイエル薬品、サイエンスイノベーションを促進する戦略的パートナー

シップに基づく活動を発表 

（写真） 左から、 

・ 京都大学 成長戦略本部 

統轄事業部 特定教授 鈴木 忍 

・京都大学  

成長戦略本部長 室田 浩司 
・ バイエル薬品  

代表取締役社長 イン・チェン 

・バイエル ホールディング   

取締役 フリオ・トリアナ 

（前代表取締役社長） 

・京都大学 成長戦略本部 

企画管理部長 阿曽沼 慎司 

・ バイエル薬品  

事業開発本部長 風間 信宏 

（写真撮影：2024年 3月） 
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本契約に基づく活動には、クラウドコミュニティサロン「Seeds-Hub」の活用推進を含む有望なアカデミアシ

ーズ・技術の探索機会の創出、ケーススタディによる分析結果の共有、メンタリングや講演、イベントなどを

通じた起業家精神の醸成と専門知識の交流に関するアカデミアを対象とした支援プログラムの実施などが

含まれます。 

 

京都大学成長戦略本部長の室田浩司は、次のように述べています。「アカデミアと製薬企業の産学の連

携において、アカデミアの研究成果を円滑に社会実装するには、より早い計画段階から双方間の視点を

考慮した議論を促進することが重要です。この度バイエル薬品と包括的な提携契約を結ぶことにより、アカ

デミア研究者が抱える課題に対する取り組みについて両者で検討する枠組みを作りました。多くの経験を

有するバイエル薬品との協業は、両者の強みを掛け合わせたイノベーションの実現に繋がると期待してい

ます」 

 

バイエル薬品代表取締役社長のイン・チェンは、次のように述べています。「バイエルのミッション“Health 

for all, Hunger for none（すべての人に健康を、飢餓をゼロに）”に基づき、私たちは偉大なサイエンスの力

で社会に意義のあるインパクトをもたらすことを目指しています。アカデミアとのコラボレーションは、サイエ

ンスイノベーションを促進するというバイエルの長期的なコミットメントに不可欠です。医療研究において極

めて優れた成果を収めている京都大学とのパートナーシップを通じて、日本における研究課題解決の一

助となり、患者さんの治療に変革をもたらすアカデミア発の優れたイノベーションが加速することを願って

います」 

 

近年、飛躍的なライフサイエンスの進展により、持続可能な社会の実現に寄与するイノベーションの創出と

創薬エコシステムの構築がますます重要となっています。京都大学とバイエル薬品は本契約に基づく活

動を通じて、患者さんのアンメットメディカルニーズに応える画期的なイノベーションを届けていくことに寄

与してまいります。 

 

京都大学について 

京都大学は、日本及びアジアを代表する研究・教育機関の一つであり、1897年の創設以来築いてきた自由の学風を継承し、発

展させつつ、多元的な課題の解決に挑戦し、地球社会の調和ある共存に貢献することを理念としています。これまでに数多くのノ

ーベル賞受賞者や国際的に権威ある賞の受賞者を輩出し、国内外に有する数多くの研究センターや、施設・オフィスとの協同の

もと、学部・大学院の両方において文理問わず分野横断的に幅広いカリキュラムを提供しています。また、本共同研究のマネジメ

ントを行う成長戦略本部は、全学の研究テーマをベースに「組織」対「組織」の本格的な大型共同研究を企画し実施する研究拠

点です。 
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バイエル薬品株式会社について 

医療用医薬品、コンシューマーヘルスの各事業を通じて、日本の患者さんのための治療に変革をもたらす持続可能な取り組みを

推進しています。医療用医薬品部門では、循環器・腎臓領域、オンコロジー領域、眼科領域、婦人科領域、血液領域、画像診断

領域に、コンシューマーヘルス部門では、赤ちゃんの「人生最初の 1000日」に適切な栄養を届けるため、女性の妊娠準備と妊娠

期間を支援するサプリメントなどに注力しています。詳細は www.pharma.bayer.jp, Facebook,YouTubeをご参照ください。 

 

 

この件に関するお問い合わせ先： 

京都大学 成長戦略本部 

Tel 075-753-7763      

E-mail: kuoi-information@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

 

バイエル ホールディング株式会社 

医療用医薬品部門 広報 

Tel: 06-6133-7333（広報代表） Tel: 06-6133-7405（中村） 

 
将来予想に関する記述 （Forward-Looking Statements） 

このニュースリリースには、バイエルの経営陣による現在の試算および予測に基づく将来予想に関する記述 （Forward-Looking 

Statements） が含まれている場合があります。さまざまな既知・未知のリスク、不確実性、その他の要因により、将来の実績、財務

状況、企業の動向または業績と、当文書における予測との間に大きな相違が生じることがあります。これらの要因には、当社の

Webサイト上（www.bayer.com）に公開されている報告書に説明されているものが含まれます。当社は、これらの将来予想に関す

る記述を更新し、将来の出来事または情勢に適合させる責任を負いません。 

 

 

 

https://www.pharma.bayer.jp/
https://www.facebook.com/official.byl
https://www.youtube.com/channel/UCplxNhFEEVxi9i9vgcAhhtw
http://www.bayer.com/

